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ヒトやマウスでは Toll 様受容体 TLR2 および TLR4 の
変異や多型が細菌や真菌由来の物質の認識を変化させ
ることから , マカク属霊長類について TLR2 および
TLR4 遺伝子の塩基配列を解析し, 種内および種間での


















コンドリアDNAの塩基配列を調べた. 平成 22年度には, 
猟友会会員より供与された 48 試料から遺伝子分析試料
を調製し, 24 試料について,ミトコンドリア DNA の第 1








は 6 カ年分となり, このデータをもちいた個体群存続可
能性分析を行った. 島内を 9 つの流域に分割して分析し
た結果によれば, 流域によって絶滅リスクが異なり, 個
体数管理の方針を流域ごとに異なるものにする必要が















 本年度は西日本とくに中国地方で起こったことが , 
東北地方での地域的減少と同様の原因, 背景によって
起こったのか否か, 厩猿風習を追いながら, その分布変
動との関係について明らかにすることがテーマであっ
た. 
